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６歳未満児（率）�９，９９９人（９．９％）�

支えあい連絡会開催日�

第１回目　平成１７年 ４ 月 ４ 日�

第２回目　平成１７年 ５ 月 ５ 日�

第３回目　平成１７年 ６ 月 ６ 日�

人　口�９９，９９９人�

世帯数�９９，９９９世帯�

出生数�９９９人�

少子高齢化の地区、人口増加率が高い地区な
どがある地域です。�

○○地域ケアプラザ地域�

懇談会開催日�

地域の主な福祉保健活動�

第１回目　平成１６年 １ 月 １ 日�

第２回目　平成１６年 ２ 月 ２ 日�

第３回目　平成１７年 ３ 月 ３ 日�

◆�
◆�
◆�

子育てネットワーク�
有償ボランティアグループ�
三世代ふれあい事業�

地域懇談会で、これらの課題から取り組むことが話し合われました。�

懇談会参加者�

連合町内会関係者�

地区社会福祉協議会関係者�

民生委員・児童委員�

保健活動推進員�

青少年指導員�

ボランティアグループ�

老人会関係者�

当面取り組む地域の課題�

地域での具体的な取り組み�

取り組みの目標・テーマ�

高齢者の生活支援の仕組みづくり�

具体的な取り組み�

課題解決のための連絡会を開催する。�

取り組みを進めるにあたっての大切にしたい点�
まちの高齢化が進み、住民同士の交流も少なくなっています。高齢者にとって住みやすいま
ちづくりのためにいざというときに身近な場所として役に立つ支援組織を作ります。�

●高齢者の生活支援の仕組みづくり�
●高齢者地域交流の推進�

地域（地区）計画書の見方�

地域（地区）の特徴
と人口ニュース（平成
１７年３月３１日現在）
等のデータを掲載し
ています。人口ニュー
スのデータは、町丁
別を基礎としており、
自治会・町内会区域
をもとに設定している
地域ケアプラザ利用
エリアのデータとは異
なる場合があります。�

地域（地区）で開催
された懇談会の日程
を掲載しています。（平
成１７年１２月現在）�

地域（地区）で開催
された懇談会の参加
者を掲載しています。
（平成１７年１２月現在）�

各地域（地区）では、
様々な取り組みや活
動が行われています。
それらの中から、子育
て支援、高齢者・障
害者支援、世代間交
流の３つの視点で主
な活動を掲載してい
ます。�

地域（地区）の話し
合いで確認された、
地域（地区）が当面
解決を目指す課題を
掲載しています。�

懇談会終了後に、地
域（地区）での話し合
いが行われた時期を
掲載しています。�
（平成１７年１２月現在）�

地域（地区）ですぐに
取り組んでいく具体
的な内容を示したも
のです。�

取り組みにあたって
大切にしたい点を、地
域懇談会などの話し
合いで出された意見
からまとめたものです。�

各地域（地区）が、地
域懇談会や地域支
えあい連絡会などで
話し合った課題の中
で、当面取り組んで
いくべきこととして話
し合い、確認した目標
です。�

写　　真�

写　　真�
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高齢者にやさしく、みんなが住みやすいまち�

高齢になってもくらしやすいまちづくり�
まちの高齢化が進み、住民同士の交流も少なくなっています。高齢者にとって住みやすいまちづくりのためにい
ざというときに身近な場所として役に立つ支援組織を作ります。�

高齢者の生活支援の�
仕組みづくり�

◇高齢になってゴミ出し等日常生活に苦労してい
る住民も多い�
◇高齢者の細かな依頼に対応できる組織が必要
である�

高齢者の地域交流の推進�
◇ひとり暮らしの高齢者が多い�
◇いざというときの高齢者の支援ができるように、所
在確認やお互いの情報交換が重要である�

地域懇談会や地域支えあい連絡会などで話し合われた
地域の課題や取り組みの目標・テーマを網羅的に載せた
ものです。このなかから当面取り組む具体的なテーマと課
題を選択しています。�

交流の機会・場をつくろう�

活発な交流が地域を支えるまち�

様々な交流を活発にする�
近年、日常のつきあいが希薄になり、近隣の人と顔を合わせる機会もなくなっています。その結果、同じ地域に
住んでいながらコミュニケーションが疎遠になっています。これからの少子高齢社会に向けて、あらゆる機会を捉
えて交流を図っていく必要があります。�
�

地域のリーダーを育てよう�

◇交流の機会や場をつくる�
◇団体・施設間で協力・連携する�
◇世代間交流が必要�
◇ハードの整備�
◇小さい頃から地域のことを知る�

◇担い手の積極的な掘り起こし�
◇地域活動情報の発信と提供�
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